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保護者の皆様  

サンフランシスコ日本語補習校 

校  長    水 谷  靖 

 

写真・ビデオ撮影ガイドライン順守のお願い 

保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動推進につきましてご理解とご協力をいただき、感謝申し上げ

ます。 

さて、本校では幼児・児童・生徒が安全に学校生活を送り、勉学に励むことができるよう写真・ビデオ撮

影や公開にガイドラインを設けております。下記を参照いただき、ご協力をお願いいたします。 

【サンフランシスコ日本語補習校 写真・ビデオ撮影ガイドライン】 

撮影の可否 行事 

撮影可 入学式、卒業式、運動会、幼小部発表会、ドッジボール大会、スポーツ大会・球技大会、

文化祭・学芸祭。 

なお一般の保護者が立ち入れない場所 (例: 運動会でフィールド内部など) では撮影で

きません。 

撮影不可 授業中や授業参観時を含め、当ガイドラインに明記されていないすべての行事。原則と

して学校敷地内での写真・ビデオ撮影は禁止です。 

別途撮影可否を

定めます 

• 保護者会の行事 (秋祭り、古本市、新年お楽しみ会、新年カルタ大会、フードバザー、

フードセールなど)。保護者会を通して学校より連絡いたします。 

• 学校単位での行事。各校から連絡いたします。 

 

1. 特別な事情 (例: 卒業文集の集合写真撮影) で

上記範疇を超えて撮影する必要がある場合は、

撮影日の2週間前までに担任を通して撮影許

可申請書を提出してください。申請書は当校

ウェブサイトよりダウンロードしてください。

申請は必ずしも許可されるものではありませ

ん。 

撮影が許可された場合は、撮影当日に職員室

で許可腕章を受け取り、撮影中は装着してく

ださい。また撮影方法等について具体的な指

示があった場合はそれに従ってください。腕

章は撮影終了後、速やかにご返却ください。 

2. いかなる場合でも撮影は学校からの指示に

従ってください。室内でのフラッシュ使用の

可否にもご注意ください。 

ガイドラインを順守していない場合や、他の

方の迷惑になっているなど撮影が不適切であ

ると学校が判断した場合、直ちに撮影を中止

していただきます。また画像の消去・没収を求

める場合もあります。対象者は以後の写真・ビ

デオ撮影が不可となる場合もあります。 

3. 学校の敷地内で保護者が撮影した写真・ビデ

オは、個人的な利用や家庭内などの限られた

範囲内の利用に限定してください。とくにイ

ンターネットを利用 (例: YouTube、Picasaなど) 

しての不特定多数への公開はおやめください。

プライバシーの侵害など各種問題が発生した

場合、学校は一切責任を持ちません。 

4. 保護者会や理事会の代表として撮影される場

合は、撮影日の1週間前までに主幹を通して事

務局まで相談してください。 

本ガイドラインに関してご質問などございま

したら、各校主幹または sfjs@sfjs.org までお問い

合わせください。 
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